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                市民活動状況 

 

  市内ＮＰＯ法人数      ３４ 団体 

  当センター登録団体数   １４９ 団体 

  当センター登録会員数   ６，９０３人 

  １２月来館者数          １，３５０人 

  １２月印刷機利用枚数 １０，７４７枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・作業スペース・印刷機・紙折り機・パソコン・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）・陶芸室（１階外倉庫隣り）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 
            〒301-0004 龍ケ崎市馴馬町2445  TEL 0297-63-0030 / FAX 0297-63-0571 

          E-mail r-suwan@titan.ocn.ne.jp  URL http://r-shimin.sakura.ne.jp/ 

２０２１年２月号 

「武漢日記」を読んで 

新型コロナウイルス蔓延の発祥地「武漢」。揚子江に面し、千湖を擁する１１００万都市の完全封鎖。

東京都よりわずかに小さく風光明媚な都市と思える。都市封鎖の中で一人の女性作家が実情を伝え

る日記を書いた。 

「たとえ書くたびに削除されても私は書く」と書いている。活動センターで活躍する中国語の先生に聞

いてみた。もちろん存じあげていた。 身近な人々が次々と死んでゆく状況、外出禁止令がでた。食

料品やマスクの不足、医療現場の疲弊と焦燥・・・未曾有の災厄に対して個人はどうあるべきかを綴っている。 

日記はブログとして公開され５９編に及んだ。 

６０日目にして武漢の封鎖が解除された。その後、瞬く間に世界で猛威を振るったという。蔓延の原因は 

「コロナは人から人へ移らない」との当局の発信だと書いている。責任者は罰せられるべきと強調している。 

恐怖が続く中、多民族国家で武力に誇りを持つ「楚」の国。自分たち同志を支えあう日常はプログの普及等 

により仲間の情報共有も凄い。 

日本では考えられない程の自己防衛力と仲間 

への助け合い活動が活発だ。食材を油で揚げ、 

香辛料で味を調える食文化は保存に役立ち、 

買い物外出削減に役立っている。一度に数日 

分の食糧を調理し、ご近所に分け与える文化。 

親族やご近所にも分け与える仏教の精神。 

先の見えない毎日、我々も政権批判や自己 

主張ばかりに終始せず、自分たちに出来る 

ことを励行する生活も重要なのかと感想した。 

「りゅうがさき市民活動フェア  in サプラ」を開催します！  

毎年恒例の「りゅうがさき市民活動フェアｉｎサプラ」ですが、今年はコロナ対策

で規模縮小にて開催します。 

市民活動日本一を目指す、龍ケ崎市内の市民活動団体の活動紹介です。 

ステージ発表や体験コーナーなどは無く、各団体によるパネル展示のみとなり

ます。 

日時：２月２０日（土）２１日（日） １１時～１６時 

場所：ショッピングセンターサプラ 光のモール（サプラ１階）  

内容：パネルによる活動紹介 
福祉・環境・文化スポーツ・国際交流・子育て・地域安全・まちづくり・情報・人権

擁護等 

市内大学・高校生による活動紹介 



流通経済大学の任意サークル「第三文明研究会／大

津代表」による『SDG‘ｓ』の目標達成に向けた研究がパ

ネル展示されています。 

コロナ感染拡大防止が進む中、在宅の時間が増え、そ

れに比例するように、家庭内で出るごみの量も増加して

いく。 

まずは、ゴミを分別してリサイクルするという、身近で手

の届くところから、始めてみてはいかがでしょうか？との

提案。 

流通経済大学流通情報学部 古井教授のインタビュー

や龍ヶ崎市役所環境対策課のインタビューによる回答

も掲載されている。３月末まで市民活動センターに展示

されます。 

無農薬野菜や手づくり小物品、市民発明品や環境

対策に挑戦する生産物、２００円携帯照明、マスク

他便利で安くて利用の帰りに購入できる「利用者を

つなぐマーケット」が大好評。 

出店は登録会員に限定。 

最近のおすすめは美容に良い「青パパイヤ」、漬け

ものに最適「紅芯大根」、「里芋」「八つ頭」、お風呂

に・・焼酎に・・「ゆず」。農産物は季節によって変わ

りますが、通年だと手作り椅子も人気です。  

無料コーナーには、珍しいコーヒー麻袋も陳列され

ていました。 

陳列は委託業者職員の協力も加わり、開設２年目

にして大成長した市民向けサービスです。 

市民活動センター利用者へのつなぐ活動／ふれあいマーケット  

一力長五郎
い ち り き ち ょ う ご ろ う

、本名は山崎安好で、文化12年（１８１５）現在の

茨城県龍ケ崎市若柴町字富士ノ下に生まれます。最初の四股名は藤ヶ峰、そして早房、一力と改名、嘉永2

年（１８４９）11月場所３3才で新入幕を果し、安政6年(１８５９）には前頭筆頭にまで番付を上げます。 

大関（当時は大関が最高位）に強く、大物食いの長五郎といわれましたが、巡業先にて病死しました。安政6

年8月25日、奥州一ノ関の巡業先と記録されています。 

急死した一力は地元の好角家によって一関市の願成寺（曹洞宗）に埋葬されました。一方、あまり知られて

おりませんが、龍ケ崎の若柴町金龍寺にも一力長五郎の墓があります。こちらは遺族によって願成寺から金

龍寺に移管されたものと思われます。今では無縁仏になっております。 

龍ケ崎にはもう一つ一力長五郎の墓があります。若柴町の常磐線富士ノ下踏切の近くで、電車の中からで

もよく見えます。一力は死を前にして「牛久沼に逆さ富士の映る美しい場所を選んで埋葬してくれ」と、遺言を

残したそうです。その遺言によって地元の一力を愛する人たちが 

若柴村富士ノ下、牛久沼畔に墓石を建て供養したものと思われ 

ます。墓石には戒名ではなく「一力長五郎の墓」と刻まれて 

います。この墓石が建った当時は牛久沼に映る美しい逆さ富士 

が見えたはずです。その後牛久沼の東側は水戸街道（現国道6号） 

施設のため埋め立てられ、一力の墓石がある場所からは逆さ富士 

はおろか牛久沼さえ見えなくなってしまいました。 

なお、若柴町の星宮神社には、一力長五郎が奉納した一対の 

灯籠が現存します。一力の信心深さと郷土を思う気持ちが伝 

わって来ます。 

大学生の「SDG‘ｓ」活動 
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龍ケ崎ヒストリー 第1回 「一力長五郎」 

Sustainable Development Goals 

   （持続可能な開発） 

国際社会が共通して２０３０年

までに達成すべき１７の目標。 
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